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特 

集

　ぎょぎょランド・アニアニまあるでは様々なふれあいを行っています。その中で今回は、

アニアニまあるで行っている「モルモットのふれあい」についてご紹介し、ふれあいが

もたらす効果についてもふれたいと思います。

モルモットにふれる

○モルモットのだっこ

　　（アニアニまある内「にこにこひろば」

　　                       にて開催）

　　水曜日：「かごだっこ」または

　　　　　　「おひざだっこ」選択可

　　土・日・祝日：「かごだっこ」のみ

　　午後１：３０～２：００

○モルモットのタッチング

　　（現在、学習プログラムのみ）

　　 箱に入っているモルモットに

　　 タッチングまたは専用ブラシで

　　 ブラッシングできます。　

○そのほか・・・

動物アレルギーがある人、まだモルモットを触るのが怖い小さな子ども、

　   学習用などに「モルモットのぬいぐるみ」を用意しています。

ぬいぐるみは、実際のモルモットと同じ体重で

作られており、妊娠中のモルモットのぬいぐるみ

には赤ちゃんも入っている（赤ちゃんも実際に

生まれたときの重さと匹数になっている）。

　　　　学習プログラムのふれあいでは、聴診器でモルモットの心音を聞くことも

　　　　できます。

「おひざだっこ」

「かごだっこ」

「タッチング」

０１ どんなふれあいをしているの？
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・温かかった　・ドキドキしてた　・生きてる

　　・重たかった　・なでたらおとなしくなった　・こわい

　　　・かわいい　・ふわふわ　・モルモット好き！ ・好きになった

　　・最初はさわれなかったけど、さわれるようになった

　　・動物が苦手だったけど、子供と一緒にさわって苦手意識がなく

　  なった（母）　・毛を引っ張ったら鳴いた　・強くさわったら嫌がった

　・ウンチ、おしっこしたよ　・どうやってさわったら喜ぶの？

　　・どうして～なの？（モルモットの体など観察しての

              質問）などなど・・・

生き物に関心を持つ入り口として...

 ふれあい体験を通じて動物が好きになったり、興味関心を持つきっかけができます。

その「知りたい！」「どうして？」が観察する、調べる行動力となり、そこから発展して

生き物の住む環境や起きている問題、さらには動物保全についてまで関心を持ち、

考えられる人になる。その可能性がふれあいにはあると考えています。.

「生きている＝命がある」を知る機会として...

　「温かいね」「どきどきしてるよ」とふれた手から伝わってくるぬくもりや

鼓動で生きていることを実感し、自分と同じように生きている＝命があることを知る

機会になります。そこから生き物がとる行動をみて、何をしたらいいのか？何を

してはいけないのか？と自ら考え、生き物を大切に扱うことを学んでいきます。

コミュニケーションの場として...

　親子、祖父母・孫などふれあいをしながら、会話をしている姿をよく見ます。

帰り道や家に帰ったあとの話題にもなっているかもしれませんね。また

「やさしくなでようね」など大人が会話の中で子どもたちにかける言葉一つ一つ

が、優しい気持ちを育む場にもなっていると感じます。

　ふれあいはさわってただ「かわいい」だけでなく、体験や経験を通して様々な効果、変化

をもたらします。今後もふれあいのあり方・意味を考え、楽しみながら学べるふれあいを考え

ていきたいと思います。

　 今回の特集に当たり、多くの方に写真撮影にご協力していただきました。この場を借りて

  お礼申し上げます。 　学芸員：杉浦　明美

０２ モルモットをさわってみてどうでしたか？　～参加してくれた皆さんの感想～

０３ ふれあいがもたらす効果とは？　

０４ 最後に・ ・ ・
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付録

　　あかつかやまこうえんで □のなかの きのみを すべて みつけて ゴールしよう！

　　しょくぶつ編　~きのみさがし～

　　このほかにも いろんな きのみがあるよ。ぜひ、さがしてみてね！ 

　

スダジイ

ツブラジイ

モミジバフウ

ナンキンハゼ

ゴール

　　おおきさ :1.5 センチぐらい 

　　かたち:とんがりあたま 

　　みのったら からが３つにわれて どんぐりがかおをだすよ   

　　おおきさ :1センチぐらい  

　　かたち:こつぶでまんまる 

　しろくて つるつるの かわいらしい み だよ

　　おおきさ :４センチぐらい 

　　　　かたち:とげとげして

　　　　　　　　「ウニ」ににているよ

 

　　みどりいろをしていて、ふゆがちかづくとちゃいろになるよ 

　　おおきさ :７ミリぐらい  

　　かたち:ちいさく「かい」に

　　　　　　　　　にているよ

　　「つぶら」は ちいさくてまるい という いみだよ

　ツブラジイは11がつごろ

　　からみつけられるよ  

  

　スダジイは10～11がつごろ

　　からみつけられるよ  

  

　モミジバフウは11がつごろ

　　からみつけられるよ  

  

　ナンキンハゼは11がつごろ

　　からみつけられるよ  
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　ぎょぎょランドでは国の天然記念物で、絶滅危惧種であるネコギギの繁殖に今年も成

功しました。

　ネコギギは三河湾・伊勢湾にそそぐ河川の上・中流域に生息する魚で、豊川にも生息

しています。ぎょぎょランドでは、このネコギギを国土交通省設楽ダム工事事務所が行

うネコギギ保全事業の一貫として、2007年から飼育展示を開始しました。そして昨年よ

り繁殖を試みています。昨年は1匹の繁殖に成功し、迎えた今年は多数の産卵があり、

昨年を大きく上回る490匹（8月18日現在）の繁殖に成功しました。

　今後もぎょぎょランドでは絶滅危惧種の保全・繁殖に貢献していきます。

今年も

    ネコギギの繁殖に成功しました

特別展示「ネコギギの赤ちゃん」を実施しました。

　

　

　バックヤードで飼育しているネコギギの幼魚

１００匹を9月4日から９月３０日までの約１ヶ

月間ぎょぎょランド１Fロビーで展示しました。

生体展示と同時に水槽のとなりではデジタルサ

イネージを使用し、ぎょぎょランドで撮影した

ネコギギの繁殖行動や、産卵からこれまでの

成長の過程を映像で紹介しました。

左上：

産卵直後の卵

右上：

孵化直後の仔魚

左下：

孵化後約1週間

右下：

孵化後約2週間

報告
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動物取扱業に関する表示
氏 名 又 は 名 称：豊川市長　山脇 実 登録番号：動東第119号

事 業 所 の 名 称：豊川市赤塚山公園 登録年月日：平成18年9月28日

事 業 所の所在地：愛知県豊川市市田町東堤上1‐30 

有 効 期 間 の末日：令和3年9月27日　　　　                  

動物取扱業の種別：展示

動物取 扱 責 任者：前田 民男

編集・発行

あかつかやま　Ｎｏ．83　2019/10/15

豊川市赤塚山公園
〒442‐0862　豊川市市田町東堤上1番地30
TEL(0533)89‐8891　FAX(0533)89‐8892

行事・イベントの報告 令和元（2019）年8月～9月

8/1	 飼育員のお仕事体験1回目	 8人

8/2	 豊川市教員初任者研修	 4人

8/4	 「カブト虫」大相撲大会（昆虫の会）	 22組

8/7～31音羽川水生生物調査団展示

8/8	 飼育員のお仕事体験2回目	 9人

8/19	 豊川市教員生活科主任研修会	 46人

8/21	 愛知県立豊橋南高等学校

	 ジョブシャドウイング	 5人

8/22	 飼育員のお仕事体験3回目	 9人

8/22・28・30

	 豊川市教員10年研修	 1人

8/23・26愛知大学インターン	 1人

8/25	 生息魚類調査と外来魚等駆除活動

	 講師2名派遣（豊川上漁協組合）	

	 自然観察バスツアー

	 （東三河生態系ネットワーク）

8/26	 愛知県立御津高等学校インターン	 　1人

8/29	 飼育員のお仕事体験4回目	 　　6人

9/4	 豊川市立三蔵子小学校

 

	 ウサギの雌雄判別

	 メーテレ・中京テレビ「ネコギギの赤

	 ちゃん」取材

9/4～30特別展示「ネコギギの赤ちゃん」

9/11	 豊川市立豊川小学校　3年生　

	 出前授業「ウサギとニワトリの飼い方、　	 	

　　　　　とさわり方」	 66人

9/12	 展示生物採集

9/14～16

	 ぬりえ

9/19	 愛知県立豊橋特別支援学校

	 ふれあい	 9人

	 展示生物採集	

9/20	 豊川市立金屋小学校　1年生　

	 出前授業「いきものとなかよし」	 57人

9/22	 第9回自然観察会「キノコの観察」	 20人

	 リトルビーズお話とリズムあそび

9/27	 愛知県立豊川特別支援学校

	 ふれあい	 78人

イベント

作品募集

令和２年2月14日(金)から3月16日(月)に行う 「みんなの写真展」の作品を募集しています。

募集する写真は、赤塚山公園内で撮ったものならなんでもOKです。

応募方法は、ぎょぎょランド窓口で配布している「作品応募要項」をご覧ください。

赤塚山公園ホームページからもダウンロードできます。また、今回からインスタグラムからの

ご応募も可能です！　

応募方法は簡単3ステップ→

締め切りは、11月30日（土）まで

です。お待ちしております！ ＃
① ③②　

赤塚山公園公式

アカウントをフォロー

「#みんなの写真展」

をつけて投稿
園内で素敵な写真を撮る。
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次号は12月15日発行です。


